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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 26,855 △3.1 1,767 △15.1 1,858 △12.8 1,187 △12.2

2025年３月期第３四半期 27,727 0.1 2,083 18.9 2,132 △0.1 1,352 1.0

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 1,396百万円（△13.8％） 2025年３月期第３四半期 1,620百万円（11.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 74.02 －

2025年３月期第３四半期 84.35 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 27,710 19,731 64.9

2025年３月期 25,871 18,817 66.1

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 17,995百万円 2025年３月期 17,110百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 10.00 － 17.00 27.00

2026年３月期 － 10.00 －

2026年３月期（予想） 17.00 27.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,500 1.0 2,000 △11.0 2,040 △11.5 1,310 △8.4 81.68

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 16,118,166株 2025年３月期 16,118,166株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 80,039株 2025年３月期 80,039株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 16,038,127株 2025年３月期３Ｑ 16,038,127株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有(任意)

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、［添付資料］３ページ「１．

経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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自動車関連

卸売事業
物流事業

自動車関連

小売事業
福祉事業 その他 調整額 連結

売上高

当第３四半期

連結累計期間
19,907 5,615 1,964 417 85 △1,135 26,855

前第３四半期

連結累計期間
20,697 5,842 1,890 383 94 △1,180 27,727

セグメント利益

又は損失（△)

当第３四半期

連結累計期間
1,271 259 115 66 52 2 1,767

前第３四半期

連結累計期間
1,530 415 40 32 66 △1 2,083

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続く一方で、物価上昇に伴う節約志向

の高まりやインバウンド需要の一服感から、個人消費は伸び悩みの状態が続きました。海外においては、米国政策の

動向や各地での紛争継続が国際経済の不透明感を高めており、加えて円安長期化による輸入コストの増加が企業活動

の重石となっております。これらの要因により、事業環境の先行きは依然として予断を許さない状況で推移いたしま

した。

　当第３四半期連結累計期間の売上高は、自動車関連卸売事業で主力のアルミホイールの販売減や商品構成変化等に

伴う売上減等により、26,855百万円（前年同期比△3.1%の減収）と872百万円の減収となりました。また営業利益

は、1,767百万円（前年同期比△15.1%の減益）、経常利益は、1,858百万円（前年同期比△12.8%の減益）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は、1,187百万円（前年同期比△12.2%の減益）となりました。

　セグメント別の概況は、次のとおりであります。

　（セグメント別の概況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

（自動車関連卸売事業）

　自動車関連卸売事業の売上高は19,907百万円となり前年同期比790百万円（△3.8%）の減収となりました。これは、物

価高騰に伴う消費者の節約志向等の影響もあり、主力のアルミホイール販売減や商品構成変化等によるものです。セグメ

ント利益につきましては、アルミホイール販売減や商品構成変化等の影響により、1,271百万円となり前年同期比258百万

円（△16.9%）の減益となりました。

（物流事業）

　物流事業の売上高は、自動車生産は堅調に推移したものの、物流倉庫内での受託業務や保管数の減少等の影響もあり、

5,615百万円となり前年同期比226百万円(△3.9%)の減収となりました。セグメント利益は、259百万円となり前年同期比

155百万円（△37.5%）の減益となりました。

（自動車関連小売事業）

　自動車関連小売事業の売上高は、タイヤ値上げ前の駆け込み需要の影響によるタイヤ販売増加や車検等のサービス売上

増加により、1,964百万円となり前年同期比73百万円(3.9%)の増収となりました。セグメント利益は115百万円となり、前

年同期比74百万円の増益となりました。

（福祉事業）

　福祉事業の売上高は、入居者数はほぼ横ばいだったものの、介護・看護サービス収入の増加により、417百万円と前年

同期比34百万円(8.9%)の増収となりました。セグメント利益は66百万円となり前年同期比34百万円の増益となりました。

（その他）

　その他売上は、賃貸収入は横ばいだったものの、前々期に事業撤退した携帯電話事業に関する手数料収入の漸減によ

り、85百万円となり前年同期比8百万円(△8.7%)の減収となりました。セグメント利益は52百万円となり前年同期比14百

万円(△21.1%)の減益となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期連結会計期間末における総資産額は27,710百万円となり、前期末に比べて1,839百万円の増加とな

りました。主たる要因は、冬季商材調達に向け現金及び預金が減少する一方で売掛債権と商品が増加、またホイー

ル生産用の土地取得等によるものです。

　負債総額は7,979百万円となり、前期末に比べて926百万円の増加となりました。主たる要因は冬季商材の仕入等

による買掛債務の増加によるものです。

　純資産は19,731百万円となり、前期末に比べて913百万円の増加となりました。主たる要因は、利益剰余金の増

加によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想については、2025年５月13日に公表した業績予想を据え置いております。

　今後の業績等を踏まえ、修正が必要と判断した場合には速やかに公表いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,870,918 7,085,022

受取手形及び売掛金 3,374,630 5,693,779

電子記録債権 254,743 414,487

商品 3,496,810 4,059,724

仕掛品 307,860 345,081

原材料及び貯蔵品 103,664 173,406

デリバティブ債権 － 40,699

前渡金 170,434 28,204

その他 327,895 402,402

貸倒引当金 △378 △472

流動資産合計 16,906,578 18,242,336

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,825,994 7,878,636

減価償却累計額 △4,813,969 △4,995,205

建物及び構築物（純額） 3,012,025 2,883,430

土地 3,332,663 3,849,350

その他 1,682,074 1,799,977

減価償却累計額 △1,229,501 △1,307,536

その他（純額） 452,573 492,440

有形固定資産合計 6,797,262 7,225,221

無形固定資産

のれん 30,320 16,562

その他 173,984 190,509

無形固定資産合計 204,305 207,071

投資その他の資産

投資有価証券 635,005 780,392

繰延税金資産 596,805 516,229

退職給付に係る資産 72,577 84,388

長期未収入金 58,343 57,628

その他 662,478 659,032

貸倒引当金 △61,880 △61,333

投資その他の資産合計 1,963,330 2,036,337

固定資産合計 8,964,897 9,468,631

資産合計 25,871,476 27,710,967

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,631,718 3,817,374

短期借入金 133,440 133,440

未払法人税等 614,011 455,308

賞与引当金 257,653 193,360

役員賞与引当金 69,580 50,917

デリバティブ債務 19,550 －

その他 1,033,728 1,099,409

流動負債合計 4,759,682 5,749,809

固定負債

長期借入金 1,188,240 1,088,160

修繕引当金 88,960 93,460

退職給付に係る負債 239,387 252,691

役員退職慰労引当金 112,969 114,709

資産除去債務 219,319 221,365

その他 444,925 459,306

固定負債合計 2,293,801 2,229,692

負債合計 7,053,484 7,979,502

純資産の部

株主資本

資本金 852,750 852,750

資本剰余金 845,913 845,913

利益剰余金 15,140,108 15,894,196

自己株式 △47,781 △47,781

株主資本合計 16,790,990 17,545,078

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 290,653 384,328

繰延ヘッジ損益 △13,573 27,781

為替換算調整勘定 42,384 38,449

その他の包括利益累計額合計 319,465 450,560

非支配株主持分 1,707,536 1,735,826

純資産合計 18,817,991 19,731,465

負債純資産合計 25,871,476 27,710,967
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

売上高 27,727,247 26,855,002

売上原価 21,748,932 21,014,734

売上総利益 5,978,314 5,840,268

販売費及び一般管理費 3,894,858 4,072,336

営業利益 2,083,456 1,767,931

営業外収益

受取利息 617 8,217

受取配当金 17,053 23,781

為替差益 34,488 39,612

保険解約返戻金 1,750 3,349

受取補償金 2,191 12,653

その他 13,658 17,880

営業外収益合計 69,760 105,495

営業外費用

支払利息 3,416 2,863

固定資産除却損 395 0

支払補償費 2,544 10,196

その他 14,484 1,468

営業外費用合計 20,840 14,527

経常利益 2,132,375 1,858,898

特別利益

固定資産売却益 45,212 －

特別利益合計 45,212 －

税金等調整前四半期純利益 2,177,588 1,858,898

法人税、住民税及び事業税 699,258 580,961

法人税等調整額 △6,165 12,732

法人税等合計 693,092 593,693

四半期純利益 1,484,495 1,265,205

非支配株主に帰属する四半期純利益 131,666 78,087

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,352,829 1,187,117

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純利益 1,484,495 1,265,205

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 45,907 93,811

繰延ヘッジ損益 87,385 41,354

為替換算調整勘定 2,401 △3,934

その他の包括利益合計 135,694 131,231

四半期包括利益 1,620,190 1,396,436

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,488,447 1,318,212

非支配株主に係る四半期包括利益 131,743 78,224

（四半期連結包括利益計算書）

- 7 -

㈱ウェッズ(7551)　2026年3月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損

益計算書計上

額

（注）３
自動車関連

卸売事業
物流事業

自動車関連

小売事業
福祉事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
20,356,637 5,013,661 1,879,619 383,174 27,633,092 94,154 27,727,247 － 27,727,247

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

341,296 828,442 11,092 － 1,180,831 － 1,180,831 △1,180,831 －

計 20,697,933 5,842,103 1,890,712 383,174 28,813,924 94,154 28,908,078 △1,180,831 27,727,247

セグメント利益

又は損失（△)
1,530,260 415,294 40,405 32,331 2,018,292 66,850 2,085,142 △1,686 2,083,456

（単位：千円）

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損

益計算書計上

額

（注）３
自動車関連

卸売事業
物流事業

自動車関連

小売事業
福祉事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
19,613,332 4,781,078 1,957,284 417,354 26,769,050 85,952 26,855,002 － 26,855,002

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

293,875 834,219 7,322 － 1,135,416 － 1,135,416 △1,135,416 －

計 19,907,207 5,615,297 1,964,607 417,354 27,904,467 85,952 27,990,419 △1,135,416 26,855,002

セグメント利益

又は損失（△)
1,271,573 259,396 115,183 66,962 1,713,115 52,747 1,765,863 2,067 1,767,931

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2024年４月１日　至2024年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に、賃貸事業でありま

す。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,686千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2025年４月１日　至2025年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に、賃貸事業でありま

す。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額2,067千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）

減価償却費 285,841千円 325,114千円

のれんの償却額 13,757 13,757

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年１月30日

株式会社ウェッズ

取締役会　御中

シンシア監査法人

東京都千代田区

指定社員
業務執行社員

公認会計士 瀧口　英明

指定社員
業務執行社員

公認会計士 長田　洋和

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ウェッズの2025年４月１日から2026年３月31

日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年10月１日から2025年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期

間（2025年４月１日から2025年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められない

かどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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